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はじめに 

最近、皮膚科領域では、食物アレルギーの話題を耳にすることが多くなりました。そ

のきっかけは、経皮感作という概念が登場したからではないしょうか。食物アレルギー

は、従来、食物抗原が腸管粘膜で感作されて起こると考えられてきました。しかし、最

近、抗原が皮膚に触れることによって起こるという考えが受け入れられつつあります。 

今日は、『経皮感作型食物アレルギー』について取り上げたいと思います。前半で

は、この概念の提唱からこれまでの経緯について、後半では、最新の話題として、動物

刺傷の関わりについてお話しします。 

 

経皮感作型食物アレルギーの提唱 

経皮感作という概念を、食物アレルギーに導入したのは、イギリスの小児科医 Lack

医師です。2008 年に二重抗原曝露仮説を提唱しました 1)。すなわち、経口曝露は免疫寛

容を誘導するのであって、アレルギーの成立には、バリア機能が損なわれた皮膚からの

抗原曝露が関与するというものです。この仮説は、アトピー性皮膚炎のある乳幼児の食

物アレルギーの機序として提唱されましたが、今では、小児のみならず、成人の様々な

食物アレルギーの発掘につながっています。 

成人において、経皮感作型の存在を決定づけたのが、加水分解小麦を含有する石鹸を

使って小麦アレルギーになるという事例です 2)。洗顔中に、石鹸に含まれた小麦成分



が、皮膚や粘膜から入って感作

が成立し、小麦を食べた時にも

アレルギー症状が誘発されまし

た。この事例は、一見、特別な

出来事のようにみえますが、経

皮感作型食物アレルギーは、も

っと身近なところでも起こりま

す。 

当科で集計したところ、成人

の経皮感作型食物アレルギーに

は２つのタイプがあることがわ

かりました(図１)3,4)。それ

は、「職業性」と「美容性」で

す。 

職業性では、食材を素手で扱

う職業で起こります。例えば、

お寿司屋や魚屋に生じた魚介類

のアレルギー、コックに生じた

レタスアレルギーなどです（図

２）3,4,5,6)。また、毎日食事を

作る主婦にも生じます。原因は

野菜、穀類、魚介類など、実に

様々です。美容性では、最近流

行りのハチミツ美容法を取り入

れてハチミツアレルギーになっ

た方がいます 7)。石鹸やシャン

プーにハチミツを混ぜて全身を

洗っていました。多くの場合、

アトピー性皮膚炎や湿疹の既往

があります。皮膚バリアが障害された状態で、食物成分に繰り返し曝露されることによ

って、感作が成立したものと考えられます。 

さて、ここまでの経皮感作型食物アレルギーでは、食物が感作源でした。ところが、

最近、少し変わった感作源が注目されています。 

それは、生きた動物です。生きた動物に刺された結果、食物アレルギーになるという

のです。 

 



動物刺傷から始まる 

経皮感作型食物アレルギー 

動物刺傷による食物アレルギーは、現

在、2種類報告されています(図 3)8,9,10)。そ

れは、肉アレルギーと納豆アレルギーで

す。 

肉アレルギーは、昆虫のマダニに刺され

て発症します。一方、納豆アレルギーは、

クラゲなどの刺胞動物に刺されて感作され

ると考えられています。 

このような動物刺咬症では、皮膚を障害

する毒素や酵素をはじめ、種々の物質が皮

膚内に挿入され、皮膚炎が惹起されます。

炎症部位で抗原感作が成立し、その後、感

作抗原と同一、もしくは、相同性の高い物

質を含む食品を食べることでアレルギーが

起こるものと考えられます(図 4)。 

また、この２つのアレルギーには、ほか

にも興味深い特徴があります 9,10)。１つは、

抗原曝露からアレルギー発症までの時間が

長いこと、もう１つは、アレルゲンが通常

より大きかったり小さかったりする点です

(図５)11)。 

 

獣肉による delayed anaphylaxis 

（alpha-gal症候群） 

肉アレルギーでは、肉を食べて約

３－6時間後に発症することがありま

す(図６)11-16)。このように、一般的な

食物アレルギーよりも遅れて、遅発

相に発症するものを、遅発型アナフ

ィラキシー（delayed anaphylaxis）

と呼びます。 

原因抗原は、galactose alpha-

1,3-galactose、いわゆる alpha-gal

とばれる糖鎖です。食物アレルゲン



の多くが１～7万ダルトン(Da)の糖た

んぱく質であることを考えると、分

子量 360ほどの小さな糖鎖がアレル

ゲンになるとは意外です。 

alpha-galは、非霊長類の肉や組織

中に豊富に含まれています。実は、

マダニの唾液中にも存在しますの

で、マダニに繰り返し刺されるうち

に alpha-galで感作され、alpha-gal

を含む肉を食べたときにアレルギー

が起こるのです 15)。ちなみに、原因

となる肉は、牛、豚、羊、馬など 4

つ足動物の肉で、鳥肉は原因になり

ません 16)。 

マダニと肉アレルギーの関係を初めて報告したのは、2009年アメリカとオーストラリ

アの研究者です 12,17)。なぜ、このような面白い仮説に至ったかは、次の通りです。肉ア

レルギー患者の居住地は一部の地域に集中しており、その地域はマダニ刺咬症の好発地

域でした。また、患者の多くは、肉アレルギーの発症以前に、マダニに刺された経験が

あることから、この仮説が思い浮かんだというのです。 

また、興味深いことに、alpha-galアレルギーは、抗がん薬である抗 EGF受容体抗体

製剤、セツキシマブによるアナフィラキシーとも関係があります 13)。マダニ咬傷後に

alpha-gal特異的 IgE 抗体を保有してしまった人は、セツキシマブ治療をうけると、セ

ツキシマブにも alpha-galが含まれるため、アナフィラキシーが生じるのです。このよ

うに、マダニ、肉、セツキシマブの３つの関係は、alpha-gal によって結び付けられま

した。現在、alpha-galアレルギーは、アメリカ、オーストラリアをはじめ、ヨーロッ

パ、アフリカ、アジアなど、世界中のマダニ刺咬症の発生地域から報告され、検証が進

んでいます。 

 

納豆による Late-onset anaphylaxis（PGAアレルギー） 

納豆アレルギーは、納豆摂取から約半日後に、突如、蕁麻疹、呼吸苦を伴うアナフィ

ラキシーとして現れます(図７)11,18-21)。遅発相よりさらに遅く発症することから、遅発

性アナフィラキシー （Late-onset anaphylaxis）といいます（図５）11)。 

主要アレルゲンは、粘稠物質の、ポリガンマグルタミン酸（poly-- glutamic 

acid: 以下、PGA）です 22)。 



PGA は、分子量が 10～100

万 Daもある高分子ポリマーで

す。納豆アレルギーが「遅発

性」である理由は、高分子の

PGA が腸管内で分解、吸収さ

れるのに時間を要するためと

考えています 20)。 

また、PGAの感作は、納豆

による消化管感作より、むし

ろ刺胞動物に刺されることに

よると推察しています 23)。こ

の仮説に至った経緯ですが、

納豆アレルギー患者に、サー

ファーが多いと気づいたこと

からはじまりました。そし

て、ある患者、クラゲアレルギーを併発したことから、クラゲにも注目しました 23)。

PGA を産生する生物は、現在のところ、納豆菌と刺胞動物しか報告されていません 24)。

クラゲは、触手が標的に触れると、刺胞内で PGAを産生し、浸透圧変化を利用して毒針

を標的に差し込みます。したがって、サーファーのように、海の中に長時間漂い、クラ

ゲに繰り返し刺されていると、PGAに感作されてしまい、PGAを含む納豆を食べたとき

にアナフィラキシーが誘発されるのではないかと考えています。 

この仮説を検証するため、食物アレ

ルギー患者 140例を対象に、マリンス

ポーツ歴に関する調査を行いました

(図８)25)。その結果、納豆アレルギー

患者の 92.3％が『マリンスポーツ歴

がある』と答えました。なかでも、

『サーフィンをする』と答えた人は

84.6％にものぼり、大多数を占めまし

た。一方、納豆以外の食物アレルギー

患者のなかで、『マリンスポーツ歴が

ある』と答えたのはわずか 3.1％でし

た。このように、マリンスポーツ、特

にサーフィンは、納豆アレルギーの発

症リスクになることが統計学的に証明されました。なお、納豆の経口摂取量や年に１～

２回の海水浴は、納豆アレルギー発症と有意な相関はみられませんでした。 



納豆アレルギーの診断の鍵を握る、遅発性、サーファー、クラゲなどのキーワードの

登場により、最近では日本各地から報告が増えています。 

 

おわりに 

今日は、経皮感作型食物アレルギーについてお話ししました。経皮感作という視点を

もつことによって、食物と動物、それを繋ぐ皮膚免疫の不思議な関係が見えてきまし

た。この経皮感作型食物アレルギーの探求は、まだ始まったばかりです。今後のさらな

る発見へと期待を膨らませながら、今日のお話を終えたいと思います。 
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